
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を透過する放射線の透過量に対応して形成される放射線画像の画像信号のヒスト
グラムを作成するヒストグラム作成手段と、
該ヒストグラム作成手段で作成されたヒストグラムから被写体領域に対応する被写体ヒス
トグラムを分離・作成する被写体ヒストグラム分離手段と、
該被写体ヒストグラム分離手段で分離・作成された被写体ヒストグラムにおける頻度の総
和を求め、該総和の所定割合値を頻度の閾値として決定する閾値決定手段と、
前記被写体ヒストグラム分離手段で分離・作成された被写体ヒストグラムと前記閾値決定
手段で決定された閾値との比較に基づいて所望画像信号領域を決定する所望画像信号領域
決定手段と、
該所望画像信号領域決定手段で決定された所望画像信号領域に含まれる画像信号

に基づいて画像処理条件
を決定する画像処理条件決定手段と、
を含んで構成され、
前記所望画像信号領域決定手段は、

開始信号値から低信号側へ向かって被写体ヒストグラム上の頻度と閾値とを比較して最初
に頻度が閾値未満となる信号値を所望画像信号領域の最小値として決定する一方、前記所
定の開始信号値から高信号側へ向かって被写体ヒストグラム上の頻度と閾値とを比較して
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から得られる基準信号値または被写体のダイナミックレンジ情報

被写体領域に対応する画像信号の最大値に最も近い頻
度のピーク位置又は被写体領域に対応する画像信号幅の所定割合を開始信号値として、該



最初に閾値未満となる信号値と、被写体領域に対応する画像信号の最大値とのいずれか一
方を所望画像信号領域の最大値として決定するものであることを特徴とする放射線画像の
画像処理条件決定装置。
【請求項２】

【請求項３】

【請求項４】

【請求項５】

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は放射線画像の画像処理条件決定装置及び画像処理装置に関し、詳しくは、放射線
画像毎に適切な画像処理条件を決定すると共に、該画像処理条件に従って画像処理を施す
ことで、放射線画像を個々の特性に応じて見やすく表現する技術に関する。
【０００２】
【従来の技術】
Ｘ線画像のような放射線画像は、病気診断用などに多く用いられており、このＸ線画像を
得るために、被写体を透過したＸ線を蛍光体層（蛍光スクリーン）に照射し、これにより
可視光を生じさせてこの可視光を通常の写真と同様に銀塩を使用したフィルムに照射して
現像した、所謂、放射線写真が従来から多く利用されている。
【０００３】
しかし、近年、銀塩を塗布したフィルムを使用しないで、蛍光体層から直接画像を取り出
す方法が工夫されるようになってきている。
この方法としては、被写体を透過した放射線を蛍光体に吸収せしめ、しかる後、この蛍光
体を例えば光又は熱エネルギーで励起することによりこの蛍光体が上記吸収により蓄積し
ている放射線エネルギーを蛍光として放射せしめ、この蛍光を光電変換し、更にＡ／Ｄ変
換してディジタル画像信号を得る方法がある（米国特許 3,859,527 号，特開昭 55－ 12144 
号公報等参照）。
【０００４】
このようにして得られた放射線画像信号は、そのままの状態で、或いは画像処理を施され
て銀塩フィルム，ＣＲＴ等に出力されて可視化される。
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前記ヒストグラム作成手段が、前記放射線画像の画像信号に基づいて放射線照射野領域を
識別する照射野識別手段を含んで構成され、該照射野識別手段で識別された放射線照射野
内の画像信号を用いてヒストグラムを作成することを特徴とする請求項１に記載の放射線
画像の画像処理条件決定装置。

前記画像処理条件決定手段が、放射線画像の階調を変換するための階調変換テーブルを画
像処理条件として決定することを特徴とする請求項１又は２に記載の放射線画像の画像処
理条件決定装置。

前記画像処理条件決定手段が、
入力信号値と出力信号値とからなる階調変換の座標系において階調変換特性を示す基本特
性曲線を少なくとも１種類記憶する基本特性曲線記憶手段と、
所望画像信号領域決定手段で決定された所望画像信号領域に含まれる画像信号の基準信号
値を決定する基準信号値決定手段と、
前記基本特性曲線記憶手段に記憶された基本特性曲線を前記基準信号値が所定の出力信号
値に変換されるように変形させることにより階調変換テーブルを設定する階調変換テーブ
ル設定手段と、
を含んで構成されることを特徴とする請求項３記載の放射線画像の画像処理条件決定装置
。

請求項１～４のいずれか１つに記載の放射線画像の画像処理条件決定装置における画像処
理条件決定手段で決定された画像処理条件に基づいて放射線画像を画像処理する画像処理
手段を有することを特徴とする放射線画像の画像処理装置。



また、放射線画像を記録した銀塩フィルムに、レーザ・蛍光灯などの光源からの光を照射
して、銀塩フィルムの透過光を得て、かかる透過光を光電変換して放射線画像信号を得る
方法もある。
【０００５】
ところで、上記のようにして得た放射線画像信号を再生する際には、再生画像における関
心領域（医療用において診断に必要な画像部分）の濃度を一定に仕上げる目的、及び、人
体の構造や病変の陰影をより見やすく出力するなどの目的で、階調処理や空間周波数処理
等の各種画像処理を施してからＣＲＴ等に出力して可視化し、診断に供するようにしてい
る。
【０００６】
従来、前記画像処理条件を決定する方法としては、被写体の撮影部位及び撮影方法に関す
る情報を入力させ、前記情報に基づいて撮影部位，撮影方法に適合する画像処理条件を決
定する方法があった（特開昭 61－ 68031 号公報参照）。
また、特に胸部放射線画像において、画像信号のヒストグラム形状に基づいて背骨・心臓
・肺野に分けて階調処理条件を決定する方法があった（特開昭 55－ 116339号公報参照）。
【０００７】
また、累積ヒストグラムの特性値に基づいて信号範囲を決定し、その範囲が所定の出力信
号範囲に対応するように階調処理条件する方法があり、例えば頻度の累積値が 50％となる
信号値を中心としてその前後に一定幅の信号範囲を決定していた（特開昭 63－ 31641 号公
報参照）。
更に、ヒストグラムの頻度が、最大頻度の５％に落ち込む点を所望信号範囲の最大値・最
小値として、画像処理条件を決定する方法があった（特開昭 55－ 88740 号公報参照）。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来の画像処理条件の決定方法には、以下のような問題点があった。
特開昭 61－ 68031 号公報に開示される方法では、撮影部位の情報を与えないと画像処理が
できない構成であり、ユーザーがメニューボタン等を用いて撮影部位を入力する必要があ
り操作が煩雑である。また、撮影部位をコンピュータが自動認識する構成とすると、部位
認識のための複雑なアルゴリズムが必要になり、また、多数の部位全てに対して予め処理
のアルゴリズムを定めておかなければならず、使用するメモリ容量が大きくなってしまう
という問題がある。
【０００９】
また、特開昭 55－ 116339号公報に開示される方法では、部位によってヒストグラム形状が
異なるため、他の部位には使用できず、汎用性がないという問題がある。
また、特開昭 63－ 31641 号公報に開示される方法では、部位によって診断上不要とされる
部分が画像に含まれている場合と含まれていない場合とがあるため、累積ヒストグラム値
を基準にすると、前記診断に必要でない画像部分の影響によって、必ずしも所望の画像信
号領域が選ばれないという問題があった。
【００１０】
更に、特開昭 55－ 88740 号公報に開示される方法では、最大頻度をもつ信号値は、診断上
不要な画像部分の信号となる可能性があり、所望画像信号範囲を定めるための基準として
は不安定であるという問題があった。
例えば、腹部正面や腰椎正面の放射線画像においては、一般に図８に示すようなヒストグ
ラム形状になって、累積ヒストグラム値を用いる方法、最大頻度に基づく方法のいずれに
おいても診断に必要な部分の画像部分を特定することが可能であるが、胸部，頭部，四肢
骨などの放射線画像においては、診断に不要な放射線の素抜け領域（放射線が被写体を透
過しない領域）が存在するため、ヒストグラム形状が図９に示すようになって、最大頻度
に基づく方法では診断に必要な画像部分を特定できなくなってしまう惧れがある。更に、
頸椎などの放射線画像においては、図 10に示すように、放射線の素抜け領域と共に、低信
号側にも診断に不要な画像部分（顎や肩の部分など）が存在するため、累積ヒストグラム
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値を用いる方法、最大頻度に基づく方法のいずれによっても診断に必要となる画像部分を
精度良く特定できず、以て、適切な画像処理を設定させることができない。
【００１１】
本発明は上記問題点に鑑みなされたものであり、広範な放射線画像に対して簡便なアルゴ
リズムによって適性な画像処理条件を決定でき、また、かかる画像処理条件に基づく画像
処理によって広範な放射線画像を見やすく表現できるようにすることを目的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
そのため請求項１の発明にかかる放射線画像の画像処理条件決定装置は、図１に示すよう
に構成される。
図１において、ヒストグラム作成手段は、被写体を透過する放射線の透過量に対応して形
成される放射線画像の画像信号のヒストグラムを作成し、

【００１３】
そして、所望画像信号領域決定手段は、

と前記閾値決定手段で決定された閾値とに基づいて所望画像信号
領域を決定する。
ここで、画像処理条件決定手段は、所望画像信号領域決定手段で決定された所望画像信号
領域に含まれる画像信号の特徴量に基づいて画像処理条件を決定する。
【００１５】
　 、前記所望画像信号領域決定手段が、前記閾値決定手段で決定された閾値と前記
被写体ヒストグラム分離手段で分離・作成された被写体ヒストグラムの頻度との比較に基
づいて所望画像信号領域の最大値と最小値との少なくとも一方を決定す
【００１６】
　そして、前記所望画像信号領域決定手段が、

開始信号値から低信号側へ向かって被写体ヒストグラム上の頻度と閾値とを比
較して最初に頻度が閾値未満となる信号値を所望画像信号領域の最小値として決定する一
方、前 始信号値から高信号側へ向かって被写体ヒストグラム上の頻度と閾値とを比較
して最初に閾値未満となる信号値と、被写体領域に対応する画像信号の最大値とのいずれ
か一方を所望画像信号領域の最大値として決定する構成とした。
【００１７】
　請求項 の発明にかかる放射線画像の画像処理条件決定装置では、前記ヒストグラム作
成手段が、前記放射線画像の画像信号に基づいて放射線照射野領域を識別する照射野識別
手段を含んで構成され、該照射野識別手段で識別された放射線照射野内の画像信号を用い
てヒストグラムを作成する構成とした。
【００１８】
　請求項 の発明にかかる放射線画像の画像処理条件決定装置では、前記画像処理条件決
定手段が、放射線画像の階調を変換するための階調変換テーブルを画像処理条件として決
定する構成とした。
　請求項 の発明にかかる放射線画像の画像処理条件決定装置では、前記画像処理条件決
定手段が、入力信号値と出力信号値とからなる階調変換の座標系において階調変換特性を
示す基本特性曲線を少なくとも１種類記憶する基本特性曲線記憶手段と、前記所望画像信
号領域決定手段で決定された所望画像信号領域に含まれる画像信号 準信号値を決定す
る基準信号値決定手段と、前記基本特性曲線記憶手段に記憶された基本特性曲線を前記基
準信号値が所定の出力信号値に変換されるように変形させることにより階調変換テーブル
を設定する階調変換テーブル設定手段と、を含んで構成されるものとした。
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被写体ヒストグラム分離手段は
、ヒストグラム作成手段で作成されたヒストグラムから被写体領域に対応する被写体ヒス
トグラムを分離・作成する。
　更に、閾値決定手段は、被写体ヒストグラム分離手段で分離・作成された被写体ヒスト
グラムにおける頻度の総和を求め、該総和の所定割合値を頻度の閾値として決定する。

前記被写体ヒストグラム分離手段で分離・作成さ
れた被写体ヒストグラム

そして

る。

被写体領域に対応する画像信号の最大値に
最も近い頻度のピーク位置又は被写体領域に対応する画像信号幅の所定割合を開始信号値
として、該

記開

２

３

４

の基



【００１９】
　請求項 の発明にかかる放射線画像の画像処理装置は、前記請求項１～ のいずれか１
つに記載の放射線画像の画像処理条件決定装置における画像処理条件決定手段で決定され
た画像処理条件に基づいて放射線画像を画像処理する画像処理手段を有して構成される。
【００２０】
【作用】
　請求項１の発明にかかる画像処理条件決定装置によると、まず、画像全体についてのヒ
ストグラムを作成した後、係るヒストグラムに基づいて放射線素抜け領域に対応する画像
信号を除く被写体領域の画像信号のみからなる被写体ヒストグラムを分離・作成し、被写
体ヒストグラムにおける頻度の総和の所定割合値を頻度の閾値として決定する。
　そして、前記被写体ヒストグラムと前記閾値とに基づいて

所望画像信号領域（所望画像に対応する画像信号
領域）が決定され、該所望画像信号領域に含まれる画像信号

に基づいて前記所望画像の可視化に適当な画像処理条
件が決定される。
　そして、被写体ヒストグラム上で

開始信号値から低信号側に向かって被写体ヒストグラム上の頻度と閾値とを順次比較し、
最初に頻度が閾値未満となる信号値を所望画像信号領域の最小値として決定する一方、同
様に被写体ヒストグラム上で所定の開始信号値から高信号側に向かって被写体ヒストグラ
ム上の頻度と閾値とを順次比較し最初に頻度が閾値未満となる信号値を所望画像信号領域
の最大値とするか、又は、被写体領域に対応する画像信号の最大値を所望画像信号領域の
最大値とし、前記所定の開始信号値を含む信号領域を所望画像信号領域とする。
【００２４】
　請求項 の発明にかかる画像処理条件決定装置では、照射野絞りが行われて放射線撮影
が行われた場合に、照射野領域を識別して照射野領域内の画像信号に用いてヒストグラム
を作成する構成とすることで、閾値及び所望画像信号領域の決定が照射野絞りが行われた
領域の画像信号に影響されることを回避する。
【００２５】
　請求項 の発明にかかる画像処理条件決定装置では、前記決定された所望画像信号領域
に含まれる画像信号 に基
づいて階調変換テーブルを決定し、前記

に対応する適性な階調で放射線画像が可視化されるようにした。
　請求項 の発明にかかる画像処理条件決定装置では、階調変換テーブルを決定する構成
において、入力信号値と出力信号値とからなる階調変換の座標系において階調変換の特性
を示す基本特性曲線を記憶させておき、被写体ヒストグラムから求めた所望画像信号領域
の基準信号値が所定の出力信号値に変換されるように前記基本特性曲線を変形させて、所
望画像に適切な階調変換テーブル（即ち、階調変換処理における入力信号値と出力信号値
との個々の対応を示すルックアップテーブル）を設定するものとした。
【００２６】
　請求項 の発明にかかる画像処理装置では、上記のように被写体ヒストグラムに基づい
て決定した所望画像信号領域に従って決定した画像処理条件によって放射線画像信号を画
像処理して、前記所望画像の可視化に適当な放射線画像信号が得られるようにした。
【００２７】
【実施例】
以下に本発明の実施例を説明する。
一実施例を示す図２は、本発明にかかる放射線画像の画像処理条件決定装置及び画像処理
装置を含む医療用の放射線画像記録読取装置であって、ここでは、被写体として人体各部
（胸部，腹部等）Ｍを撮影し、該撮影された人体各部の画像を再生させて人体構造や病変
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５ ４

放射線画像信号のヒストグラ
ムが作成され、該ヒストグラムから頻度の閾値が決定される。そして、前記ヒストグラム
上の頻度と前記閾値との比較に基づいて

から得られる基準信号値また
は被写体のダイナミックレンジ情報

被写体領域に対応する画像信号の最大値に最も近い頻
度のピーク位置又は被写体領域に対応する画像信号幅の所定割合を開始信号値として、該

２

３
から得られる基準信号値または被写体のダイナミックレンジ情報

画像信号から得られる基準信号値または被写体の
ダイナミックレンジ情報

４

５



を診断するものとして以下に説明する。
【００２８】
ここで、放射線発生源１は、放射線制御装置２によって制御されて、被写体に向けて放射
線（一般的にはＸ線）を照射する。記録読取装置３は、被写体を挟んで放射線源１と対向
する面に放射線画像変換パネル４を備えており、この変換パネル４は放射線源１からの照
射放射線量に対する人体各部の放射線透過率分布に従ったエネルギーを輝尽性蛍光体層に
蓄積し、そこに人体各部の潜像を形成する。
【００２９】
前記変換パネル４は、支持体上に輝尽性蛍光体層を、輝尽性蛍光体の気相堆積、或いは輝
尽性蛍光体塗料塗布によって設けてあり、該輝尽性蛍光体層は環境による悪影響及び損傷
を遮断するために、保護部材によって遮蔽若しくは被覆されている。尚、前記輝尽性蛍光
体材料としては、例えば、特開昭６１－７２０９１号公報、或いは、特開昭５９－７５２
００号公報に開示されるような材料が使われる。
【００３０】
光ビーム発生部（ガスレーザ，固体レーザ，半導体レーザ等）５は、出射強度が制御され
た光ビームを発生し、その光ビームは種々の光学系を経由して走査器６に到達し、そこで
偏向を受け、更に、反射鏡７で光路を偏向させて、変換パネル４に輝尽励起走査光として
導かれる。
集光体８は、輝尽励起光が走査される変換パネル４に近接して光ファイバ又はシート状光
ガイド部材からなる集光端が位置され、上記光ビームで走査された変換パネル４からの潜
像エネルギーに比例した発光強度の輝尽発光を受光する。９は、集光体８から導入された
光から輝尽発光波長領域の光のみを通過させるフィルタであり、該フィルタ９を通過した
光は、フォトマルチプライヤ 10に入射して、その入射光に対応した電流信号に光電変換さ
れる。
【００３１】
フォトマルチプライヤ 10からの出力電流は、電流／電圧変換器 11で電圧信号に変換され、
増幅器 12で増幅された後、Ａ／Ｄ変換器 13でディジタルデータ（ディジタル放射線画像信
号）に変換される。そして、この被写体各部の放射線透過量に比例するディジタル画像信
号は、画像処理装置 14において順次画像処理されて、画像処理後の画像信号がインターフ
ェイス 16を介してプリンタ 17に伝送されるようになっている。
【００３２】
15は画像処理装置 14における画像処理を制御するＣＰＵであり、Ａ／Ｄ変換器 13から出力
されるディジタルの放射線画像データに対して階調処理を含む種々の画像処理（例えば空
間周波数処理，ダイナミックレンジの圧縮，拡大，縮小，移動，回転，統計処理等）を画
像処理装置 14において施させ、診断に適した形としてからプリンタ 17に出力させ、プリン
タ 17で人体各部の放射線画像のハードコピーが得られるようにする。
【００３３】
尚、インタフェイス 16を介して接続されるのは、ＣＲＴ等のモニタであっても良く、更に
、半導体記憶装置などの記憶装置（ファイリングシステム）であっても良い。
18は読取ゲイン調整回路であり、この読取ゲイン調整回路 18により光ビーム発生部５の光
ビーム強度調整、フォトマルチプライヤ用高圧電源 19の電源電圧調整によるフォトマルチ
プライヤ 10のゲイン調整、電流／電圧変換器 11と増幅器 12のゲイン調整、及びＡ／Ｄ変換
器 13の入力ダイナミックレンジの調整が行われ、放射線画像信号の読取ゲインが総合的に
調整される。
【００３４】
前記画像処理装置 14の本発明にかかる画像処理条件決定及び画像処理に関わる部分は、具
体的には、図３のブロック図に示すような各種機能部分から構成される。
変換パネル４の輝尽性蛍光体層から光電的に読み取られた人体各部Ｍのディジタル放射線
画像信号は、まず、照射野識別部 21（照射野識別手段）によって照射野領域の識別が行わ
れる。即ち、放射線撮影の際に、照射野絞りが行われている場合には、前記放射線画像に
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放射線絞りが行われた領域（放射線が遮蔽され照射されなかった領域）が含まれることに
なるので、後述するヒストグラムの作成において前記照射野絞りが行われた領域の信号を
排除できるように、前処理として照射野領域の識別を行う。
【００３５】
前記照射野領域の識別は、例えば特開平５－７５７９号公報に開示されるような方法を用
いて行われる。具体的には、ディジタル放射線画像信号の間引きを行ってから、画像領域
を複数の小領域に分割し、各小領域毎に、当該小領域内に含まれる画像信号の分散値を求
める。そして、分散値が所定値以上である小領域（含まれる画像信号のばらつき範囲が広
い小領域）が所定数以上含まれる小領域の行・列を照射野の輪郭を規定する候補として設
定する。更に、前記照射野輪郭の候補として設定された小領域の外側の小領域での画像信
号に基づいて、前記輪郭識別の結果の正誤を判断し、該判断結果に基づいて最終的に照射
野領域を特定する。
【００３６】
照射野領域の識別が終了すると、ヒストグラム作成部 22（ヒストグラム作成手段）におい
て、照射野領域内の画像信号に基づいて画像信号毎の頻度を示すヒストグラムが作成され
る。尚、前記ヒストグラム作成部 22におけるヒストグラム作成は、比較的粗いものであっ
て良く、例えば 10ビット画像即ち階調数 1024の画像に対して画像信号の区間幅を 10程度に
すると良い。
【００３７】
次に、被写体ヒストグラム分離部 23 では、前記ヒストグ
ラム作成部 22で作成されたヒストグラムから被写体部分のヒストグラムを分離・作成する
。即ち、照射野領域内であっても、被写体の部分と被写体が存在せずに放射線が直接変換
パネル４に照射される部分（以下、素抜け領域という。）とに分けられるため、被写体の
特性に適合する画像処理条件を決定できるように、素抜け領域の画像信号を除外し被写体
部分の画像信号のみを抽出するものである。
【００３８】
前記被写体部分のヒストグラムは、例えば素抜け領域を含んで作成された全体ヒストグラ
ム上の高信号部（放射線透過量の多い側）に鋭いピークがある場合には、前記ピーク部分
（統計量）を素抜け領域の信号と見做してこれを除いて作成される。
ヒストグラム上のピークの検出方法としては、所定の頻度（例えば最大頻度の１／２）を
越える頻度をもつ画像信号領域をヒストグラムの「山」と見做し、その領域で最も頻度の
高い点をピークとして検出することができる。また、ヒストグラム曲線をそのままかスム
ージング処理した後に、微分処理することによりピークを検出しても良い。
【００３９】
また、特開昭 63－ 262141号公報に開示されるように、全体ヒストグラムの統計量に基づい
て被写体の画像信号領域の最大値Ｓ２を求め、該最大値Ｓ２を越える信号領域を素抜け領
域に対応する信号として除く処理を行っても良い。前記統計量に基づく最大値Ｓ２の検出
は、ヒストグラム上の画像信号を任意の信号値（中間値から最大値までの間の値）に基づ
いて２領域に分け、各領域に含まれる頻度の平均値に基づいて各領域に含まれる頻度の違
いを示すクラス分離度を演算し、前記分離度が最も大きくなったときの信号領域の区分に
基づいて高信号側の領域を素抜け領域として特定する構成とすれば良い。
【００４０】
上記のようにして被写体ヒストグラム（被写体部分の信号値のみからなるヒストグラム）
を作成すると、次に、頻度閾値決定部 24（閾値決定手段）で、所望画像信号領域の特定に
用いる頻度の閾値を、前記被写体ヒストグラムから決定する。
前記閾値は、被写体ヒストグラムの頻度の総和（被写体ヒストグラム上で画像信号の最小
値Ｓ min から最大値Ｓ２における面積に相当する値）の所定割合値として決定される。前
記所定割合としては、 0.01％～ 1.0 ％が好ましく、更に、 0.1 ％程度が最も好ましい。
【００４１】
所望画像信号領域決定部 25（所望画像信号領域決定手段）では、前記被写体ヒストグラム
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及び閾値に基づいて所望画像信号領域を決定する。
前記所望画像信号領域は最小値 ThresLと最大値 ThresHとで挟まれる信号領域として特性さ
れる構成としてあり、所定の開始信号値から低信号側へ向かって前記閾値と被写体ヒスト
グラム上の頻度とを順次比較していって、頻度が最初に閾値未満となる信号値を探し、そ
の信号値を前記最小値 ThresLとする（図４～図６参照）。
【００４２】
一方、前記最大値 ThresHは、前記最小値 ThresLと同様に、所定の開始信号値から高信号側
へ向かって前記閾値と被写体ヒストグラム上の頻度とを順次比較していって、頻度が最初
に閾値未満となる信号値を探し、その信号値を前記最大値 ThresHとするか、或いは、被写
体ヒストグラム上に示される被写体に対応する画像信号の最大値Ｓ２を前記最大値 ThresH
として決定する。
【００４３】
ここで、前記閾値とヒストグラム上の頻度との比較を開始させる信号値である開始信号値
としては、前記最大値Ｓ２よりも低信号側で前記最大値Ｓ２に最も近い位置で頻度がピー
クとなる信号値とするか、或いは、最小値Ｓ min から最大値Ｓ２の間の信号領域で最小値
Ｓ min から所定割合のところの信号値とすることが好ましく、前記所定割合としては、 60
～ 80％が適当である。
【００４４】
上記構成によると、ヒストグラム形状が診断上不要な画像部分の有無やその大小，被写体
の特性，撮影条件などによって図４～図６に示すように種々変化しても、所期の信号領域
を所望画像信号領域として安定的に求めることができ、人体のどのような部位又はどのよ
うな撮影条件の放射線画像に対しても、診断に必要な画像部分を適切に判断して、診断に
適した出力画像を得ることができる。
【００４５】
具体的には、例えば図６に示すようにヒストグラム上で所望画像信号領域内に頻度の谷が
あっても、前記谷の部分が誤って所望画像信号領域の境界として選ばれることを、被写体
ヒストグラムの頻度の総和に基づいて閾値を設定させることによって回避できる。更に、
低信号側に診断に不要な画像が含まれる図５のようなヒストグラム（頸椎などの放射線画
像のヒストグラム）においては、閾値とヒストグラム上の頻度との比較を高信号側から開
始させることで、前記低信号側の診断に不要な部分の画像領域を確実に排除できる。
【００４６】
また、上記実施例では、ユーザーが撮影部位の情報を入力する必要がなく、また、複雑な
アルゴリズムを必要とする撮影部位の自動認識を必要としないから、画像処理を高速に実
行させることが可能であり、更に、撮影部位毎の画像処理条件決定アルゴリズムを記憶さ
せる必要がないので、使用するメモリ量が少なくて済む。
【００４７】
また、前記被写体ヒストグラムが画像信号の区間幅を 10程度にする粗いものとしてあれば
、ノイズの影響を受けることなく、前記最小値 ThresL，最大値 ThresHを求めることができ
る。
上記のようにして所望画像信号領域が、前記最小値 ThresL，最大値 ThresHで挟まれる領域
として決定されると、次にかかる所望画像信号領域内に含まれる画像信号の特徴量に基づ
いて画像処理条件、具体的には、階調変換の変換テーブルが決定される。
【００４８】
階調変換テーブルの決定は、まず、基準信号値決定部 26（基準信号値決定手段）において
所望画像信号領域から基準信号値（特徴量）を決定することから行われる。前記基準信号
値決定部 26では、最小値 ThresLから最大値 ThresHまでの間の累積頻度を求め、該累積頻度
が全体の所定割合となる点の信号値を基準信号値とする。
【００４９】
尚、最小値 ThresLから最大値 ThresHまでの間の累積頻度に基づいて基準信号値を決定する
に当たっては、基準信号値を精度良く決定させるために、画像信号の区間幅を１として信
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号値毎にそれぞれ頻度を求めるようにすることが好ましい。また、前記所定割合としては
、０％～ 30％が好ましく、特に 10％程度がより好ましい。これは、被写体が人体の場合に
はどの部位でも通常骨が含まれ、骨の部分を基準にした方が安定した階調変換が行えるの
で、所望画像信号領域の中でも放射線透過量の小さい方即ち低信号寄りに基準信号値を決
定させるためである。
【００５０】
ここで、簡易的には、最小値 ThresLから最大値Ｓ２の間で最小値 ThresLから所定割合のと
ころの信号値を基準信号値としても良い。
基準信号値が決定されると、階調処理条件決定部 27（画像処理条件決定手段，階調変換テ
ーブル設定手段）において基本階調特性記憶部 28の記憶データと前記基準信号値とに基づ
いて階調変換テーブルの設定が行われる。
【００５１】
前記基本階調特性記憶部 28（基本特性曲線記憶手段）は、入力信号値と出力信号値とから
なる階調変換の座標系において階調変換の基本特性を示す基本特性曲線を予め記憶してお
り、階調処理条件決定部 27は、前記基準信号値が予め設定された所定の出力信号値（出力
濃度又は輝度）に変換されるように、前記基本特性曲線を、回転移動又は／及び平行移動
させて、所望の階調変換テーブルを得る。ここで、前記所定の出力信号値と出力濃度又は
輝度との対応は、使用する画像出力装置（プリンタ，ＣＲＴなど）の固有の特性に基づい
て定められる。
【００５２】
前記基本階調記憶部は、前記基本特性曲線を表す入力信号値と出力信号値との関係式を記
憶するものでも良いし、前記基本特性曲線に相当する入力信号値対出力信号値の個々の対
応を示すルックアップテーブルを記憶するものであっても良い。
尚、前記基本階調特性記憶部 28に複数の基本特性曲線を記憶させておき、前記ヒストグラ
ム処理によって求められた所望画像信号領域に含まれる画像信号の特徴に基づいて、前記
複数の基本特性曲線の中から最も適切な曲線を選択して読み出し、該読み出した基本特性
曲線を前記座標系上での移動を行って当該放射線画像の階調処理に用いる階調変換テーブ
ルを設定する構成としても良い。
【００５３】
所望画像信号領域に含まれる画像信号の特徴量（基準信号値）に基づいて階調変換テーブ
ルを設定すると、階調処理部 29（画像処理手段）では、記録読取装置３で得られたディジ
タル放射線画像信号を前記階調変換テーブルによって変換して階調処理を施し、該階調処
理された画像信号を、インタフェイス 16を介してプリンタ 17に出力し、放射線画像が可視
化される。
【００５４】
尚、上記実施例では、所望画像信号領域に含まれる画像信号に基づく画像処理条件の決定
として、階調処理のための変換テーブルを決定する構成について述べたが、階調処理の他
、周波数処理やダイナミックレンジの圧縮処理の条件を、前記所望画像信号領域に含まれ
る画像信号に基づいて決定する構成としても良い。次に、図７のフローチャートに従って
、より好ましい実施例を上記に説明した画像処理に沿って説明する。
【００５５】
図７のフローチャートにおいて、まず、Ｓ１（照射野識別手段）では、照射野絞りが撮影
時に行われた場合に備えて照射野の認識処理を実行する。
次にＳ２では、被写体領域と素抜け領域との境界信号Ｓ２（ここでは、Ｓ２＝ ThresHとす
る。）を決定する。かかる決定は、上記に説明した全体ヒストグラムに基づくクラス分離
度を用いた方法（判別分析法と称する）を用いて行う。
【００５６】
Ｓ３ では、画像信号の最小値Ｓ min と前記被写体領域の
最大値に相当する信号 ThresHとの間で粗いヒストグラム（被写体ヒストグラム）を作成す
る。前記粗いヒストグラムとは、例えば画像信号の区間幅を 10程度としたヒストグラムで
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ある。
Ｓ４では、前記被写体ヒストグラムでの最大頻度に基づく閾値処理（最大頻度の１／２以
上の頻度をもつ信号範囲の検出）により、頻度のピーク部の検出を行う。
【００５７】
Ｓ５では、所定の低信号部に鋭いピークがあるか否かを判別する。ここで、低信号部に鋭
いピークがあると判別されたときには、Ｓ６へ進み、前記低信号部で頻度がピークとなる
位置の信号値（ピーク位置）に、かかるピーク位置前後でピーク頻度の半分以上の頻度を
示す信号幅（半値幅）を加算した値を、カットオフ値 Cutoffとして設定する。
【００５８】
一方、Ｓ５で所定の低信号部に鋭いピークはないと判別されたときには、Ｓ７へ進み、画
像信号の最小値Ｓ min を前記カットオフ値 Cutoffとして設定する。
前記Ｓ６又はＳ７で設定されるカットオフ値 Cutoffは、後述するように、所望画像信号領
域を求める信号範囲を規定するものであり、撮影条件が不適当で低信号が飽和した場合に
は、Ｓ６の処理によって、飽和している低信号が所望画像信号領域を求める信号範囲から
除外されて、撮影条件の不備が所望画像信号領域の決定に悪影響を与えることを回避でき
るようにしてある。
Ｓ８では、前記カットオフ値 Cutoffから前記被写体領域の最大値に相当する信号 ThresHと
の間での閾値処理によって、診断に必要な信号領域の最小値 ThresLを設定する。
【００５９】
具体的には、前記粗いヒストグラム上での前記カットオフ値 Cutoffから前記被写体領域の
最大値に相当する信号 ThresHまでの間における頻度の総和を求め、該総和の 1000分の１の
値を頻度の閾値とする（閾値決定手段）。そして、前記信号値 ThresHよりも低信号側で前
記信号値 ThresHに最も近い頻度のピーク位置から低信号側に向かって各信号値の頻度と前
記閾値とを順次比較していって、頻度が初めて閾値以下となる信号を探索し、その信号を
所望画像信号領域の最小値 ThresLとする（図４～図６参照）。これにより、所望画像信号
領域が、最小値 ThresLから前記信号値 ThresHまでの領域として決定される（所望画像信号
領域決定手段）。
【００６０】
次いで、Ｓ９では前記信号 ThresH， ThresLの間（所望画像信号領域）で、画像信号の区間
幅を１とした累積ヒストグラムを作成する。
そして、Ｓ 10では、前記作成した累積ヒストグラム値の 10％をとる信号値Ｓ std を基準濃
度信号値とし、前記基準信号値Ｓ std が所定の出力信号値（出力濃度又は輝度）に変換さ
れるように階調変換テーブルを設定し（画像処理条件決定手段）、該階調変換テーブルに
基づいて放射線画像の階調変換を行わせる（画像処理手段）。
【００６１】
ところで、上記実施例では、画像処理として階調処理を例として述べたが、階調処理の他
、例えば特公昭６２－６２３７６号公報に開示されるような空間周波数処理の条件を、前
述のようにして決定された所望画像信号領域内の画像信号に基づいて設定させるようにし
ても良い。即ち、前記所望画像信号領域の画像信号に対して、強調度が比較的大きくなる
ように強調パラメータ（特公昭６２－６２３７６号公報における強調係数β）を設定する
ことにより、診断に必要な部分を選択的に強調して見やすくすることができる。
【００６２】
また、前記決定された所望画像信号領域の画像信号に基づいてダイナミックレンジの圧縮
処理の内容を変化させる構成としても良い。例えば所望画像信号領域の決定によって被写
体のダイナミックレンジ情報（特徴量）が得られるから、かかる情報に基づいてダイナミ
ックレンジの圧縮度合いを変化させる構成とすることができる。或いは、特開平２－２９
２６７９号公報におけるダイナミックレンジ圧縮用補正データの補正の程度を決定する基
準値Ｓｘ又はＳｙを所望画像信号領域の画像信号に基づいて決定する構成としても良い。
【００６３】
更に、画像処理（階調処理等）を施された放射線画像信号は、上記のように直ちにプリン
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タ 17によってハードコピーさせるようにしても良いが、同時又は単独にＣＲＴ上に再生さ
せたり、又は、ファイリングシステムに一旦記憶させ、必要なときに読み出してハードコ
ピーしたりＣＲＴに表示させるようにしても良い。上記実施例では、最終的に観察読影の
対象となる放射線画像そのものを使用してＳ１～Ｓ 10の全ステップを実行しているが、特
開昭５８－６７２４０号公報に開示されるように、観察読影のための放射線画像信号を得
る読取操作（「本読み」と称する）に先立って、「本読み」の読取条件を決定するための
「先読み」操作を行う方法を用いた場合には、例えばＳ１～Ｓ２或いはＳ１～Ｓ７のよう
な前半のステップは「先読み」信号を用いて実行し、その中間結果に基づいて「本読み」
の読取ゲイン等を決定して「本読み」をを行った上で、後半のステップは「本読み」信号
を用いて実行するようにしても良い。
【００６４】
また、上記実施例において、Ｓ１～Ｓ 10は観察読影の対象となる放射栓画像信号の全情報
量を利用して実行する必要はなく、例えば画素の間引き処理により縮小した画像信号を使
用することが、処理速度の向上及びメモリ容量の節減の観点から好ましい。その場合、前
記縮小画像の実効画素サイズとしては 0.4mm ～ 10.0mmが好ましく、更に、 1.0mm ～ 6.0mm 
が最も好ましい。
【００６５】
放射線画像をファイリングシステムに記憶させる際には、画像処理（階調処理等）を施さ
れた処理済の放射線画像信号を記憶させても良いが、処理前の放射線画像信号と画像処理
条件（階調変換テーブル等）とを対にして記憶し、読み出し時に階調処理を行うようにし
ても良い。
また、本実施例では、輝尽性蛍光体層から光電的に読み取った放射線画像信号を階調処理
する構成としたが、輝尽性蛍光体を用いた画像読取りに限定されるものではなく、他の２
次元的放射線ディテクタや１次元放射線ディテクタを用いた構成であっても良く、例えば
放射線画像を記録した銀塩フィルムに、レーザ・蛍光灯などの光源からの光を照射して、
銀塩フィルムの透過光を得て、かかる透過光を光電変換して放射線画像信号を得る構成で
あっても良い。
【００６６】
【発明の効果】
　以上説明したように請求項１の発明にかかる放射線画像の画像処理条件決定装置による
と、放射 抜け領域の信号を除外して所望画像信号領域を決定させることができると共
に、所望画像信号領域内での頻度の変動に影響されずに所望画像信号領域を決定でき、以
って、適切な画像処理条件を決定させることができ

るという効果がある。
【００６９】
　請求項 の発明にかかる装置によると、照射野絞りが行われた放射線画像であっても、
放射線照射野内の画像信号を用いてヒストグラムを作成し、照射野絞り領域の画像信号に
影響されて、所望画像信号領域が不適切に決定されることを回避できるという効果がある
。
　請求項 の発明にかかる装置によると、画像処理条件として階調変換のための変換テー
ブルを決定する構成とし、所望画像の可視化に適切な階調処理を可能にできるという効果
がある。
【００７０】
　請求項 の発明にかかる装置によると、予め記憶されている階調変換の基本特性を、所
望画像信号領域の画像信 基づいて変形させて、所望画像信号領域に対応する階調変換
条件を決定する構成としたので、所望画像に最適な階調処理条件を簡単に決定することが
できるという効果がある。
　請求項 の発明にかかる放射線画像の画像処理装置によると、所望画像に最適な画像処
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、
更に閾値と被写体ヒストグラム上の頻度との比較に基づいて所望画像信号領域の境界を検
出する構成としたので、ヒストグラム形状に関わらず、安定的に所望画像信号領域を決定
させることができ
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理条件によって画像処理が施され、特に医療用の放射線画像においては、診断に必要な部
位をより見やすく可視化することができるようになるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】請求項１の発明にかかる装置の基本構成を示すブロック図。
【図２】本発明の一実施例を示す全体システム概略図。
【図３】実施例における画像処理部の構成を示すブロック図。
【図４】所望画像信号領域の最小値 ThresL決定の様子を示す線図。
【図５】所望画像信号領域の最小値 ThresL決定の様子を示す線図。
【図６】所望画像信号領域の最小値 ThresL決定の様子を示す線図。
【図７】階調処理のより好ましい実施例を示すフローチャート。
【図８】従来装置における問題点を説明するための線図。
【図９】従来装置における問題点を説明するための線図。
【図１０】従来装置における問題点を説明するための線図。
【符号の説明】
１　　放射線発生源
３　　記録読取装置
４　　変換パネル
５　　光ビーム発生部
10　　フォトマルチプライヤ
14　　画像処理装置
15　　ＣＰＵ
17　　プリンタ
21　　照射野識別部
22　　ヒストグラム作成部
23　　被写体ヒストグラム分離部
24　　頻度閾値決定部
25　　所望画像信号領域決定部
26　　基準信号値決定部
27　　階調処理条件決定部
28　　基本階調特性記憶部
29　　階調処理部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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